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主
な
内
容

ましくと 都水るちみ顏
笑

平成30年11月1日現在（前月比）　人口／254,550人（＋35）　男／120,831人（＋21）　女／133,719人（＋14）　世帯数／119,590世帯（＋97）　面積／ 191.39㎢

２面…家庭で実践しよう　冬こそ省エネ
　　　資源ごみは徳島市エコステーションへ
３面…とくしま掲示板
４面…ひょうたん島クルーズの周遊船が３
　　　隻増
　　　成人式を開催

▽
ご
み
は
収
集
日
の
朝
に
出
す

▽
建
物
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い

▽
門
扉
・
車
庫
・
物
置
は
施
錠
す

る
―
―
な
ど

　

ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
が
給
油
す
る

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
は
、
取
り
扱

い
方
法
を
誤
る
と
思
わ
ぬ
事
故
が

発
生
し
ま
す
。
給
油
の
際
に
は
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
喫
煙
や
そ
の
他
の
火
気
の
使
用

は
絶
対
に
し
な
い

▽
給
油
の
前
に
エ
ン
ジ
ン
を
停
止

す
る

▽
油
種
を
確
認
す
る

▽
静
電
気
を
除
去
す
る
（
給
油
前

に
静
電
気
除
去
シ
ー
ト
に
触
れ

る
）

▽
注
ぎ
足

し
給
油
を

し
な
い

　

給
油
方

法
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
不
安

を
感
じ
た
り
す
る
と
き
は
、
近
く

の
従
業
員
や
給
油
設
備
の
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
を
利
用
し
て
、
正
し
い

給
油
方
法
の
説
明
を
受
け
て
か
ら

給
油
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
従
業

員
以
外
の
人
が
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油

を
携
行
缶
に
入
れ
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
携
行
缶
へ
の
給

油
は
従
業
員
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

　

火
災
の
多
く
は
、
火
気
取
り
扱

い
の
不
注
意
や
誤
っ
た
使
い
方
・

管
理
方
法
な
ど
か
ら
起
こ
り
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
、
火
の
使
用
に
は
十
分

注
意
し
、
火
災
の
な
い
安
全
・
安

心
な
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
冬
場
は
空
気
が
乾
燥
す
る
た
め
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
誤
っ
た

使
用
方
法
が
原
因
と
な
っ
て
大
き
な
火
災
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。日
頃
か
ら
防
火
対
策
を
し
っ
か
り
と
し
て
、

冬
場
の
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
年
末
年
始
を
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
た
め
に
も
、
火
の
元
に
は
十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
一
段
と

寒
さ
が
増
し
、
暖
房
器
具
な
ど
の

火
気
使
用
が
増
え
る
と
と
も
に
、

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
と
で
、

一
年
を
通
じ
て
火
災
発
生
の
危
険

が
高
ま
る
時
期
で
す
。

　

平
成
29
年
中
に
徳
島
市
内
で
は

67
件
の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

主
な
出
火
原
因
は
、
放
火
や
た
ば

こ
、
こ
ん
ろ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
で

す
（
右
グ
ラ
フ
参
照
）。

　

火
災
の
予
防
に
は
、
一
人
一
人

が
日
頃
か
ら
火
の
取
り
扱
い
に
十

分
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
た
ば
こ
が
原
因
の
火
災
を

予
防

　

た
ば
こ
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た

め
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
寝
た
ば
こ
は
し
な
い

▽
灰
皿
や
そ
の
周
辺
は
い
つ
も
き

れ
い
に
し
て
お
く

▽
吸
い
殻
は
一
度
水
に
つ
け
て
、

火
が
完
全
に
消
え
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
か
ら
捨
て
る
―
―
な
ど

◆
暖
房
器
具
が
原
因
の
火
災

を
予
防

　

平
成
29
年
中
に
徳
島
市
で
は
、

暖
房
器
具
が
原
因
の
火
災
が
３
件

発
生
し
ま
し
た
。
暖
房
器
具
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
寝
具
類
な
ど
可
燃
物
の
近
く
で

使
用
し
な
い

▽
エ
ア
ゾ
ー
ル
缶（
ス
プ
レ
ー
缶
）

な
ど
を
暖
房
器
具
の
上
や
近
く
に

置
か
な
い

▽
寝
る
と
き
や
外
出
す
る
と
き
は

必
ず
火
を
消
す
―
―
な
ど
（
左
上

枠
参
照
）

　

ま
た
、
暖
房

器
具
の
中
で
も

電
気
を
熱
源
と

す
る
も
の
は
、

取
り
扱
い
や
維

持
管
理
が
容
易

で
あ
り
、
ガ
ス
や
石
油
な
ど
の
燃

料
を
使
用
し
な
い
た
め
ク
リ
ー
ン

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
手
軽
な
暖
房
器
具
と
し
て
広

く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

手
軽
に
使
用
で
き
る
反
面
、適
切

に
使
用
し
な
け
れ
ば
火
災
の
原
因

と
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
放
火
さ
れ
な
い
・
さ
せ
な

い
環
境
づ
く
り

　

放
火
は
、
人
目
を
避
け
て
夜
間

に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
今
の

と
こ
ろ
決
定
的
な
防
止
策
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
建
物
周
辺
な
ど
の
放

火
さ
れ
に
く
い
環
境
づ
く
り
が
大

き
な
抑
制
力
と
な
り
ま
す
。
放
火

へ
の
対
策
と
し
て
、
次
の
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
の
主
な
原
因

　住宅用火災警報器は、火災によ
り発生する煙や熱を自動的に感知
し、警報音や音声により火災の発
生を知らせてくれる機器です。就
寝時などに発生した火災からの逃
げ遅れを防ぐため、全ての住宅の
寝室および寝室のある階の階段は原則として煙式住宅用火
災警報器の設置が義務づけられています。
　設置したら正常に作動するか定期的に確認をしてくださ
い。また、年に２回程度は乾いた布でほこりや汚れを軽く
拭き取り、適正な維持管理に努めましょう。本体機器交換
の目安は約10年です。設置から10年以上経過している場
合は、交換をお勧めします。
　火災による死者の多くは住宅火災から発生しています。
まだ設置していない家庭は、命を守るために早急に設置し
ましょう。
［問い合わせ先］消防局予防課（(656－1193）

◆寝具類などの可燃物の近くで使用しない
　寝具類・衣類・ふすま・カーテンなどの近く
で暖房器具を使用しない。特にストーブの上で
洗濯物を乾かすと、落下して火災となる恐れが
あるのでやめる。

◆周辺にエアゾール缶（スプレー缶）などを
置かない
　エアゾール缶などを暖房器具の上や近く
に放置していると、缶の中の可燃性ガスが
放射熱や熱伝導で過熱され缶の内圧が上昇
し、爆発する恐れがあるので絶対にやめる。

◆寝るときや外出するときは必ず火を消す
　寝るときは、寝具類などが接触して火災になることから、
暖房器具の電源を切る。また、外出するときも暖房器具の電
源を切る。電気ストーブや石油ファンヒータなど電気を必要
とするものは、誤って電源が入ることを防ぐため、使用しな
いときはコンセントを抜いておく。点火装置に電池を使用す
るものは、必ず電池を抜いてから収納する。

◆燃料タンクの取り扱いに注意する
　給油は、火が消えたことを確認してから行
う。燃料タンクヘの給油は、火気のない風通
しの良い場所で行い、石油ストーブなどの近
くでは行わない。給油後は、キャップが確実

に閉まっていること、灯油が漏れないことを確認してから
セットする。また、漏れてしまった油は確実に拭き取る。

火
災
の
発
生
を
防
ぎ 

ま
し
ょ
う

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
の

安
全
な
給
油

火
災
を
防
い
で
安
心
し

て
冬
を
過
ご
す
た
め
に

［
問
い
合
わ
せ
先
］消
防
局
予
防

課　

(
（
６
５
６
）
１
１
９
３

（
６
５
６
）
１
２
０
１

火
災
か
ら
大
切
な
命
を

　
　
　
　  守
り
ま
し
ょ
う

火
災
か
ら
大
切
な
命
を

　
　
　
　  守
り
ま
し
ょ
う

給油は
安全に

を設置して
いますか

■平成29年徳島市出火原因別
　火災件数（67件）

放火・放火の疑い
（16件）
放火・放火の疑い
（16件）

たばこ（９件）たばこ（９件）

こんろ（３件）こんろ（３件）
ストーブ（３件）ストーブ（３件）

電気機器（３件）電気機器（３件）

その他（29件）その他（29件）

不明（９件）不明（４件）

暖房器具からの火災を防ぐポイント

暖房器具からの火災を防ぐポイント
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 徳島市は、個人情報の取り扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。

　

寒
い
日
が
続
く
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
が
冬
本
番
で
す
。

冬
は
、
暖
房
や
お
風
呂
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
た
め
、

少
し
の
工
夫
や
努
力
で
効
果
的
な
省

エ
ネ
行
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
ず

は
家
庭
の
中
か
ら
行
動
を
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

暖
房
時
は
工
夫
を
し
て
、
快
適

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う

　

冬
の
節
電
は
、
室
内
の
暖
か
い
空

気
を
逃
さ
な
い
よ
う
左
図
の
よ
う
な

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
冬

の
暖
房
時
に
熱
の
半
分
以
上
は
窓
な

ど
の
開
口
部
か
ら
外
へ
逃
げ
て
い
ま

す
。
窓
か
ら
熱
を
逃
が
さ
な
い
工
夫

や
床
な
ど
に
冷
た
い
と
こ
ろ
を
作
ら

な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
暖
房

な
ど
の
使
用
が
多
く
な
る
冬
で
も
、

省
エ
ネ
し
な
が
ら
暖
か
く
快
適
な
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

「
う
ち
エ
コ
診
断
」
を
受
け
て

み
ま
せ
ん
か

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
を
目
的
に
「
う
ち
エ
コ

診
断
」
の
受
診
を
希
望
す
る
人
を
募

集
し
ま
す
。「
う
ち
エ
コ
診
断
」と
は
、

専
門
的
な
知
識
と

資
格
を
も
っ
た
診

断
士
が
専
用
ソ
フ

ト
を
使
い
、
家
庭

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
の「
見
え
る
化
」

を
行
い
、
各
家
庭

　来年６月から納付が始まる平成31年度
の市・県民税の税制改正点は次のとおりで
す。

◆配偶者控除の改正
　これまでは同一生計配偶者の前年の所得
が38万円以下の場合、個人住民税では一
律33万円の配偶者控除の適用を受けられ
ましたが、平成31年度からは納税者本人
の合計所得金額が900万円を超える場合、
所得額に応じて控除額が段階的に減少し、
1,000万円を超える場合は０円になりま
す。

◆配偶者特別控除の改正
　これまでは配偶者特別控除については、

その適用を受けられる配偶者の前年の合
計所得金額の上限が76万円未満でしたが、
平成31年度からは上限が123万円以下に
引き上げられます。また、納税者本人の
合計所得金額が900万円を超える場合、所
得額に応じて控除額が段階的に減少し、
1,000万円を超える場合は配偶者特別控除
の適用ができません。

◇　　◇　　◇　　◇
　詳しくはお問い合わせいただくか、市ホ
ームページをご覧くださ
い。右の二次元コードから
もご覧いただけます。
［問い合わせ先］市民税課
（(621－5063〜5065
621－5456）

平成31年度から市・県民税の
税制が改正されます

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
具
体

的
な
省
エ
ネ
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
も
の
で
す
。

　

省
エ
ネ
に
興
味
の
あ
る
人
や
家
計

の
節
約
を
考
え
て
い
る
人
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
う
ち
エ
コ
診

断
受
診
者
に
は
エ
コ
グ
ッ
ズ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

［
対
象
］市
内
在
住
の
人

［
定
員
］20
世
帯
程
度
（
先
着
）

［
募
集
期
間
］２
月
28
日
㈭
ま
で

［
申
し
込
み
方
法
］住
所
、
名
前
、
電

話
番
号
、
世
帯
人
数
を
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
市
役
所
10
階

環
境
保
全
課
〈
(
（
６
２
１
）
５
２

１
３　

（
６
２
１
）
５
２
１
０

*kankyo_hozen@
city-toku

shim
a.i-tokushim

a.jp

〉
へ

「
エ
コ
ラ
イ
フ
カ
レ
ン
ダ
ー　

２
０
１
９
」
を
配
布
し
ま
す

　

本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
２
０
１
９
年
版
の
エ
コ
ラ
イ
フ

カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

  

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
家
庭
で
す

ぐ
に
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策
を
紹

介
し
て
い
る
ほ
か
、
家
庭
か
ら
ど
れ

だ
け
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
て
い
る

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
家

計
簿
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

先
着
５
０
０
人
（
１
人
１
部
）
に

差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人

は
、
環
境
保
全
課
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

徳
島
市
で
は
常
設
の

資
源
物
回
収
施
設
と
し

て
、
徳
島
市
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
し

て
い
ま
す
。「
い
つ
で

も
気
軽
に
リ
サ
イ
ク

ル
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
対
象
品
目

で
あ
れ
ば
、
収
集
日
や

量
に
関
係
な
く
資
源
ご

み
を
持
ち
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
ご
利
用
の
注
意
点

　

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
持
ち
込
み
は
資
源

ご
み
に
限
り
ま
す
。
対

象
品
目
以
外
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
（
左
表

参
照
）。

　

缶
・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
な
ど
は
、

あ
ら
か
じ
め
軽
く
水
洗
い
し
て
く
だ

さ
い
。

［
所
在
地
］城
東
町
二
丁
目
５
―
40

［
開
設
時
間
］▼
平
日
＝
10
時
〜
19
時

▼
土
・
日
・
祝
日
、
12
月
29
日
〜
31

日
＝
10
時
〜
17
時
※
１
月
１
日
〜
３

日
は
休
み
で
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］市
民
環
境
政
策

課　

(
（
６
２
１
）
５
２
０
２

（
６
２
１
）
５
２
１
０

［
問
い
合
わ
せ
先
］環
境
保
全
課

(
（
６
２
１
）
５
２
１
３

（
６
２
１
）
５
２
１
０

冬
こ
そ 

省
エ
ネ

家
庭
で
実
践
し
よ
う

スチール缶　アルミ缶

ペットボトル

雑がみ

古着

乾電池　廃蛍光管

無色びん 茶色のびん その他の色のびん

新聞紙・折り込みチラシ　雑誌・カタログ
段ボール　　　　　　紙パック

食品トレイ　プラスチック製容器包装

使用済みインクカートリッジ

廃食用油（てんぷら油）

食べ物と飲み物の缶が対象です。中を空にし
て、軽くすすいでから出してください。種類別
にコンテナボックスに入れてください。

キャップとラベルをはずして、軽くすすいでか
ら出してください。
　　マークが付いているものが対象です。

お菓子や食品の紙箱、ペーパーの芯、ポス
ター、コピー用紙などです。特殊加工された
紙や汚れの落ちないものは回収できません。

ボタンやファスナーは取らなくてもかまいません。
汚れや匂いが落ちないものは、回収できません。

割れた蛍光管は回収できませんので、紙など
で包んで燃やせないごみの日に出してください。
種類別にコンテナボックスに入れてください。

食べ物と飲み物のびんが対象です。
キャップをはずして、軽くすすいでから出してください。
種類別にコンテナボックスに入れてください。

種類別にコンテナボックスに入れてください。

必ず中身を使い切って、軽くすすいでから種
類別にコンテナボックスに入れてください。
　　マークが付いているものが対象です。

インクリボンや業務用インクカートリッジ、著
しい改造品などは回収できません。

ペットボトルに入れてお持ちください。
未開封のものは、そのままお持ちください。

資源ごみは徳島市エコステーションへ

■家庭できる省エネ行動

徳島市エコステーション

徳島商業高校 市立高校

城東中学校

交番

吉野川

コンビニ

阿
波
し
ら
さ
ぎ
大
橋

▼至末広大橋
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 　徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒770-8571 徳島市役所○○課」で届きます。電話番号案内および夜間・休日にご用のある人は代表番号621‒5111へ。

募　集

小・中学校の学校支援助
教員採用試験（面接のみ）
２月16日㈯９：00～ 市役
所13階
［受験資格］▶小学校または中
学校の教育職員普通免許状を
持つ人▶3月31日までに同免
許状を取得見込みの人
１月11日㈮（消印有効）ま

でに、所定の申請書（市役所
11階学校教育課で配布。市
HPからダウンロード可）に
必要事項を書いて、郵送また
は直接、学校教育課（〒770-
8571　幸町２- ５　(621-
5412）へ

特定目的住宅の入居者
　福祉目的に割り当てられる
市営住宅への入居者を募集し
ます（所得などの制限あり。入
居者は選考により決定）。
12月３日㈪～28日㈮に▶母
子・父子世帯（20歳未満の子
を扶養している配偶者のいな
い世帯）、多子世帯（18歳未満
の子が３人以上いる世帯）＝
子育て支援課（(621-5122）
▶高齢者世帯＝高齢福祉課
（(621-5176）▶障害者世帯
＝障害福祉課（(621-5177
621-5300）へ

創業支援相談会
12月20日㈭13：30～16：30
ふれあい健康館２階 創業
に必要な知識や資金の融資な
どのアドバイス（１人30分程
度） 市内で創業を希望する
人 20人（先着）
12月13日㈭までに、参加申
込書（市役所３階経済政策課
などで配布。市HPからダウ

ンロード可）に必要事項を書
いて、ファクスまたは電話で
同課（ 621-5196　(621-
5225）へ★電子申請可

パソコンインターネット活
用講座（実務向け）コース
１月９日㈬〜３月14日㈭

19：00〜21：00▶水曜コー
ス▶木曜コース（各コースと
も全10回） シビックセン
ター４階活動室１ Excelな
どのソフトやインターネッ
トの活用 日本語入力やマウ
ス操作ができる人 各15人
（抽選） 11,050円（教材費
2,500円別途必要）
12月13日㈭までに、同セ
ンター（(626-0408）へ

くらしの講座
12月17日㈪13：30～14：30
アミコビル２階ミーティン
グルーム 「新年を迎える今、
生活設計を考えてみよう」と
題して徳島県金融広報アド
バイザーの玄蕃さんが講演
徳島市・石井町・神山町・

佐那河内村在住の人 40人
（先着）
消費生活センター（(625-
2326）へ

催　し

障害者福祉啓発イベント
◆ふれあいフェスタ
12月３日㈪～７日㈮各日
10：00〜15：00 市役所１
階国際親善コーナー 障害の
ある人が作った作品の展示や
出店販売
◆講演会
12月５日㈬

13：30〜15：00
市役所13階
大会議室 「命
の輝き～車イ
スから見える世界ってけっこ
う素敵～」と題して「ママの足
は車イス」の著者である又野
亜希子さん（写真）が講演 市

民 150人※当日、手話通訳・
要約筆記・ヒアリングループ
を設置。
障害福祉課（(621-5177
621-5300）

おしらせ

住民課各窓口の待ち状況
の閲覧システムを導入
　同システムは、スマート
フォンなどでアクセスし、窓
口を選択するだけで利用でき
ます。住民課の窓口状況を前
もって知っておきたい場合や
待っている最中に窓口を離れ
てしまう場合などにお役立て
ください。右の二次
元コードからアクセ
スできます。※一部
のブラウザでは動作不良が発
生する場合があります。
同課（(621-5132）

県下一斉マイナンバーカード
普及促進キャンペーンを実施
　マイナンバーカードの受け
取り時などに特製クリアファ
イルを進呈しています（先着
約2,000枚）。同カードをお持
ちでない人はこの機会にぜひ
申請してください。
２月28日㈭まで 市役所

１階住民課 同カードを受け
取る人またはすでに受け取っ
ている人（同カードの提示が
必要）
同課（(621-5088）

特定健康診査は12月20日まで
徳島市国民健康保険に加入
している昭和19年4月１日～
昭和54年３月31日生まれの人
※受診時に受診券と徳島市国
民健康保険証が必要。実施場
所は受診券に同封している医
療機関一覧表をご覧ください。
保険年金課（(621-5159）

選挙人名簿の異議申し出を
受け付け
12月４日㈫～８日㈯各日

８：30～17：00 市役所９
階選挙管理委員会事務局（８
日は市役所地下１階当直室）
12月３日に新たに選挙人
名簿に登録した人と12月３
日までに新たに在外選挙人名
簿に登録した人の異議の申し
出を受け付け
同事務局（(621-5373）

農地法許可申請はお早めに
　12月の農地法許可申請書
の提出基準日は12月５日㈬
です。農地の権利移動や農地
転用許可申請などでお急ぎの
人は、早めに申請書を提出し
てください｡
　なお、農業委員会総会は12
月20日㈭に開催予定です。
農業委員会事務局（(621-
5393）

薪を配布
　薪のサイズは長さ50㌢、径
5～ 20㌢程度で、配布は１人
0.8立方㍍程度までで１世帯
１件の応募に限る。樹種や乾
燥度は選べません。運搬は各
自。水と緑の基金への「500円
募金」にご協力お願いします。
12月14日㈮～27日㈭各日
9：30～15：30（土・日・祝日
は除く） とくしま植物園緑
のリサイクルセンター 市内
在住の人 25人（抽選）
12月６日㈭（消印有効）まで
に、はがきに「薪希望」と明記
し、〈住所/名前/電話番号〉を
書いて、とくしま植物園緑の
相談所（〒771-4267　渋野
町入道45-1　(636-3131）
へ

愛玩鳥飼育者に消毒薬を配布
　鳥インフルエンザなどの発
生を予防するため、屋外でニ
ワトリやアヒルなどを飼育し
ている人に消毒薬を配布して
います。希望する人は、市役所
３階農林水産課へお越しくだ
さい。
同課（(621-5252）

水道使用開始・中止をイ
ンターネットで受け付け
　12月３日㈪から、水道の使
用開始・中止を市HP「電子
申請」または水道局HPから
申し込みできるようになりま
す。
水道局営業課（(623-1990）

人権よろず困りごと相談
会を実施
　市と法務局では12月４日〜
10日の「人権週間」に合わせ
て、市内在住の人を対象に同
相談会を実施します。人権擁
護委員が家庭内や近所・職場
でのもめごとや女性・外国人
差別などの相談に応じます。
12月４日㈫11：00〜16：00
市役所２階人権推進課相談室
人権推進課（(621-5169）

徳島ファミリー・サポート・
センターの会員を募集
　同センターは「子育ての応
援を依頼したい人（依頼会
員）」と「子育ての応援ができ
る人（提供会員）」の橋渡しを
し、子どものお世話を一時的、
臨時的に有償で行うもので
す。同センターでは各会員を
募集しています。提供会員は、
子どもが好きで、子育ての応
援ができる人ならどなたでも
なれますが、講習会の受講が
必要です。詳しくはお問い合
わせください。
◆出張説明登録会を開催
12月13日㈭13：00～16：00
ふれあい健康館 印鑑
同センター（(611-1551）

９日㈰・23日㈰各日
８：30〜12：00 市役所１
階 住民異動届、住民票 ･
戸籍謄抄本の交付、印鑑登
録など
さわやか窓口相談室（(
621-5039）

12月の休日窓口
（毎月第２・４日曜日）

　検診期間の終盤になると混み合いますの
で、まだ受診していない人は早めに受診し
ましょう。
　受診する際は受診券をお持ちください。
転入や紛失などで受診券がない場合は再発
行ができますので保健センターへご連絡く
ださい。
※胃がん・肺がん検診の受診日は、12月９
日㈰・15日㈯・16日㈰の3日間です。12
月７日㈮までに徳島県総合健診センター
（(678－3557、7128）へ予約してくだ
さい。
　子宮頸（けい）がん・乳がん検診につい
ては期間内に受診できなかった場合、３月
31日㈰（休診日は除く）まで受診可能です。
［問い合わせ先］保健センター（(656－
0530）

◆特別展「討入とその周辺―赤穂義士と徳島藩」記念講
演会
［とき］12月15日㈯13：30
～15：00
［ところ］同館ラウンジ
［内容］「『忠臣蔵』の真実―赤穂浪士はなぜ討入りをした
のか―」をテーマに、東京大学史料編纂所教授の山本博
文さんが講演
◆書の講座生による「雪月花の歌」展
［とき］12月６日㈭～９日㈰各日９：30～17：00（９
日は16：00まで）
［ところ］同館和室
［内容］「藤井悦子の書の講座」受講生による書の作品展

◇　 ◇　 ◇　 ◇　 ◇
［参加費］無料※入館料（大人500円、高校・大学生300
円、中学生以下無料）が必要。
［問い合わせ先］徳島城博物館（(656－2525）

　４月に徳島市立小・中学校へ入学予定の
子どもがいる家庭で、11月21日以降に市
内間で転居し、校区に変更がある場合は手
続きが必要です。入学届（12月上旬に送付）
を持って、市役所11階学校教育課へお越
しください。
　また、同日以降に市外から転入した人も
同課で手続きが必要です｡ 親戚や祖父母な
どの住所に住民登録をしていても、実際に
居住している住所の校区外の学校へ通学す
ることはできません。
　現在の住民登録地以外の場所で生活して
いる人は、速やかに居住地に住民登録を変
更し、居住地の指定学校で入学手続きをし
てください。
［問い合わせ先］学校教育課（(621－5414）

がん検診は12月20日まで 徳島城博物館でイベントを開催 小・中学校への
入学手続きは適正に
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年
々
増
加
す
る
乗
客
の
安
全
な
輸

送
と
新
ル
ー
ト
開
拓
の
た
め
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
新
町
川
を
守
る
会
」
が

運
営
す
る
ひ
ょ
う
た
ん
島
ク
ル
ー
ズ

の
周
遊
船
を
新
た
に
３
隻
増
や
し
、

合
計
７
隻
で
運
航
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。今
回
追
加
さ
れ
る
３
隻
は
、

現
在
運
航
し
て
い
る
12
人
乗
り
の
周

遊
船
と
大
き
さ(

全
長
約
７
・
２
㍍
、

幅
約
２
・
６
㍍)

や
乗
船
者
数
な
ど

は
同
じ
（
左
写
真
）。　
　
　

　

11
月
23
日
㈷
に
は
、
う
ち
２
隻
の

進
水
式
が
行
わ
れ
、
遠
藤
彰
良
市
長

や
「
新
町
川
を
守
る
会
」
の
中
村
英

雄
理
事
長
ら

５
人
の
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
後

に
、
初
め
て

出
航
し
ま
し

た
。
遠
藤
市

長
は
「
本
市

の
中
心
と
な
る
観
光
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
、
こ
の
周
遊
船
の
イ
メ
ー
ジ
を
高

め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

ひ
ょ
う
た
ん
島
ク
ル
ー
ズ
は
、
新

町
川
・
阿
波
製
紙
水
際
公
園
ボ
ー
ト

ハ
ウ
ス
前
で
発
着
し
、
助
任
川
河
岸

緑
地
や
福
島
川
河
畔
緑
地
、
ケ
ン

チ
ョ
ピ
ア
か
ら
見
え
る
眉
山
の
景
色

な
ど
「
水
都
と
く
し
ま
」
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
周
遊
船
で
30
分
程
度
遊
覧

し
ま
す
。
川
か
ら
眺
め
る
い
つ
も
と

違
っ
た
風
景
を
楽
し
み
に
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

［
運
航
日
］原
則
毎
日
（
１
月
１
日
を

除
く
）
で
、
運
航
時
間
は
11
時
か
ら

40
分
お
き
（
最
終
15
時
40
分
。
７
・

８
月
は
最
終
19
時
40
分
）
に
運
航
。

阿
波
お
ど
り
期
間
中
（
８
月
12
日
〜

15
日
）
は
９
時
〜
22
時
の
間
、
15
分

お
き
に
運
航
。
※
天
候
や
潮
位
な
ど

に
よ
り
、
運
航
コ
ー
ス
を
変
更
し
た

り
、
運
航
を
中
止
し
た
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

［
料
金
］無
料
※
保
険
料
２
０
０
円

（
中
学
生
以
下
１
０
０
円
）
が
必
要

で
す
。

　

あ
わ
ぎ
ん
眉
山
ロ

ー
プ
ウ
エ
イ
山
頂
駅

屋
上
展
望
台
お
よ
び

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
ゴ
ン

ド
ラ
内
に
、
ク
リ
ス

マ
ス
Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
飾
り

付
け
を
し
ま
す
。
眉

山
山
頂
か
ら
の
夜
景

と
併
せ
て
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

◆
展
望
台

［
と
き
］12
月
24
日

（振休）

ま
で
の
各
日
17
時
～

21
時

◆
ゴ
ン
ド
ラ
内

［
と
き
］12
月
１
日
㈯
・
８
日
㈯
・
15

日
㈯
・
22
日
㈯
・
23
日
㈷
・
24
日

（振休）

の
各
日
17
時
頃
～
21
時
※
期
間
中
、

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
は
夜
間
も
営
業
し
ま

す
。
悪
天
候
の
場
合
は
運
転
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

［
料
金
］大
人（
中
学
生
以
上
）片
道
６

１
０
円
・
往
復
１
０
２
０
円
、
小
学

生
片
道
３
０
０
円
・
往
復
５
１
０
円

　１月から中央公民館で開講する「新春　短期市
民講座」の受講生を募集します。
［対象］市内在住・在勤・在学の18歳以上の人
［申し込み方法］12月26日㈬まで（火曜日を除く）
に、受講料を持って直接、中央公民館５階事務室
（徳島町城内　(625－1900）へ※電話でも予
約可。

　平成31年（平成30年度）の成人式を１月に各地区公民館の主催で行いま
す。それぞれの開催日時は下表のとおりです。
［対象］平成10年４月２日〜平成11年４月１日生まれで、徳島市の住民基本
台帳に登録されている人。対象者には各公民館から案内状を12月上旬まで
に送付します。案内状が届いていない人や該当地区以外での参加を希望する
人など、参加についての相談は12月14日㈮までに各地区公民館へ
［問い合わせ先］各地区公民館または中央公民館（(625－1900）

　シビックセンターを拠点に、歌唱・ダンス・演劇の活動を行う市民参
加グループ「あんさんぶる」の朗読劇ワークショップ参加者を募集しま
す。12月から毎月２～３回程度の練習を行い、３月24日㈰に開催する
「シビックパフォーミング・アーツ」で成果発表の公演を行います。練
習に先立ち、ワークショップを次のとおり開催します。
［とき］12月22日㈯13：30～15：30
［ところ］シビックセンター４階活動室２
［内容］演出家で「あんさんぶる」コーディネーターの浅香寿穂さんによ
るストレッチ・発声の基本から台本の分析・読み合わせ
［対象］高校生以上で、朗読劇に興味があり、ワークショップや練習会、
発表会に参加できる人（高校生は保護者の同意が必要）
［定員］20人程度　
［参加費］無料
［申し込み方法］12月15日㈯までに、電話またはファクス、メールで、
名前、年齢、電話番号をシビックセンター（(626－0408　 626－
0833　*hall@cf.civic-center.jp）へ

成人式を開催

［対象］市内在住・在勤・在学の人※わくわく自然教室は５歳以上。
［申し込み方法］12月10日㈪（消印有効）までに、はがきに教室名、住
所、名前、電話番号、市外の人は勤務先名または学校名を書いて、とく
しま植物園緑の相談所（〒771－4267　渋野町入道45－１　(636－
3131）へ。市ホームページ「電子申請」からも申し込み可

とくしま植物園各教室の受講生を募集
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「新春 短期市民講座」受講生を募集
中 央 公 民 館
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クリスマスイルミネーションを開催

曜日 講座名 定員
（先着） 時間 受講料

水 作りおき料理講座 16人 ９：30〜11：30 3,000円オカリナを楽しむ（初級）15人 10：00〜12：00

木

朗読を楽しみましょう 16人 ９：30〜11：30

3,000円
ヨガ　コンディショ
ニングストレッチ 20人 13：00〜14：30

お手軽スイーツデ
コレーション 10人 13：30〜15：30

金 男の手料理　入門編 12人 ９：30〜11：30 3,000円水彩色えんぴつ教室 15人 ９：30〜11：30
※別途教材費などが必要な講座があります。

市民参加グループ「あんさんぶる」
朗読劇ワークショップの参加者を募集

開催場所 日時 電話番号
入田公民館 １日㈷ 10：00〜12：00 644－0323
応神公民館 ３日㈭ 10：00〜12：00 641－4307
渭東公民館 ３日㈭ 10：00〜12：00 655－5093
住吉・城東公民館 ３日㈭ 10：00〜12：00 656－6678
沖洲公民館 ３日㈭ 10：00〜12：00 664－1675
佐古公民館 ３日㈭ 10：00〜12：00 656－1635
シビックセンタ－４階さくらホール
（内町地区） ３日㈭ 10：00〜13：00 654－4913

（内町公民館）
新町公民館
（新町・西富田地区合同） ３日㈭ 10：00〜12：30 626－5428

昭和公民館 ３日㈭ 10：00〜12：00 623－1971
一宮公民館 ３日㈭ 10：00〜12：00 644－1521
渭北公民館 12日㈯ 10：00〜12：00 622－0805
川内公民館　　 13日㈰ 10：00〜12：00 665－3843
加茂公民館 13日㈰ 10：00〜12：00 632－7699
加茂名公民館 13日㈰ 10：00〜11：30 631－1778
不動公民館 13日㈰ 10：00〜11：30 631－9649
国府公民館 13日㈰ 10：00〜12：00 642－1183
南井上公民館 13日㈰ 10：00〜12：00 642－2774
北井上公民館 13日㈰ 10：00〜12：00 642－1196
東富田公民館 13日㈰ 10：00〜12：00 653－5867
津田公民館 13日㈰ 10：00〜12：00 662－1942

八万公民館南館（八万地区） 13日㈰ 10：00〜12：00 668－8192
（八万公民館）

上八万公民館 13日㈰ 10：00〜12：00 668－6392
丈六公民館
（勝占・多家良地区合同）※ 13日㈰ 10：00〜12：00 －

※勝占・多家良地区の問い合わせ先は居住地によって異なります。問い合わせ先は下表のとおり
です。

居住地 問い合わせ先 電話番号
論田町、大原町 勝占東部公民館 663－1964
西須賀町、勝占町、三軒屋町、大松町、雑賀町 勝占中部公民館 669－1671
大谷町、北山町、方上町 方上公民館 669－1745
丈六町、多家良町吉田 丈六公民館 645－2182
多家良町（吉田を除く）、八多町 多家良中央公民館 645－1075
渋野町 渋野公民館 645－1180
飯谷町 飯谷公民館 645－0329

教室名 日時 内容 定員
（抽選） 参加費

わくわく自然教室 １月５日㈯
13：00〜15：30

ススキでミミズクを作
ろう 20人 400円

園芸教室　冬コース

１月９日㈬
10：00〜12：00

ブーケタイプの寄せ植え
ホワイト＆パープル

20人 4,500円
（３回分）

１月23日㈬
10：00〜12：00

色を楽しむコンテナガー
デン　イエロー＆ホワイト

２月６日㈬
10：00〜12：00

鉢で育てる花木　剪定
と手入れ

フラワーアレンジメント
教室　冬コース

１月16日㈬
10：30〜12：30

季節のテーブルフラワ
ーアレンジメント

19人 6,500円
（３回分）

２月13日㈬
10：30〜12：30

季節のテーブルフラワ
ーアレンジメント

３月13日㈬
10：30〜12：30

プリザーブドフラワー
アレンジメント

サタデー☆サンデー教室
押し花ワークショップ

１月19日㈯
10：00〜12：00

フック付き押し花ミニ
フレーム 10人 2,000円


